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北
海
道
新
幹
線
に
つ
い

て
は
、
乗
車
率
が
２
～
３

割
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、

単
体
で
年
間
１
０
０
億
円

近
い
赤
字
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
国
鉄
か

ら
Ｊ
Ｒ
に
移
行
し
た
際
、

積
雪
寒
冷
地
と
い
う
ハ
ン

デ
が
あ
る
北
海
道
は
、
ほ

と
ん
ど
の
路
線
が
赤
字
に

な
る
見
通
し
で
あ
り
、
新

幹
線
も
例
外
で
は
な
い
わ

け
で
す
が
、
私
は
赤
字
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
札
幌

延
伸
時
の
甘
い
需
要
予
測

に
問
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
や
道
民
の
負
担
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ

の
点
は
改
め
て
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
需
要
予
測
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
８
月
に

紙
智
子
さ
ん
（
共
産
党
参

議
・
当
時
）
が
岸
田
文
雄

総
理
と
尾
辻
秀
久
参
議
院

議
長
宛
て
に
質
問
主
意
書

を
提
出
し
て
お
り
、
そ
の

答
弁
書
の
内
容
は
こ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※
以
下
、
畠
山
氏
提
供

の
資
料
よ
り
引
用

 

〈「
駅
間
別
輸
送
人
員
（
人

員
）」
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
四
年
度
の
着
工
時

に
お
い
て
、
新
函
館
北

斗
・
新
八
雲
間　

約
五
百

四
十
万
人　

新
八
雲
・
長

万
部
間　

約
五
百
四
十
万

人　

長
万
部
・
倶
知
安
間

　

約
五
百
五
十
万
人　

倶

知
安
・
新
小
樽
間　

約
五

百
五
十
万
人　

新
小
樽
・

札
幌
間　

約
五
百
二
十
万

人　

で
あ
り
、
平
成
二
十

九
年
度
の
「
事
業
再
評

価
」
時
に
お
い
て
は
、
新

函
館
北
斗
・
新
八
雲
間　

約
六
百
二
十
万
人　

新
八

雲
・
長
万
部
間　

約
六
百

五
十
万
人　

長
万
部
・
倶

知
安
間　

約
六
百
九
十
万

人　

倶
知
安
・
新
小
樽
間

　

約
六
百
六
十
万
人　

新

小
樽
・
札
幌
間　

約
六
百

三
十
万
人
〉

　

答
弁
に
よ
る
と
、
年
間

６
２
０
～
６
９
０
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
１
日
当
た
り
に
換
算
す

る
と
、
約
１
万
７
０
０
０

～
１
万
９
０
０
０
人
。
新

幹
線
の
定
席
は
７
２
０
席

で
す
か
ら
、
仮
に
全
列
車

が
満
席
だ
っ
た
と
し
て
も

容
易
に
実
現
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
荒
唐
無
稽
な

数
字
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
貨
物
列
車
と
の
兼

ね
合
い
も
あ
り
、
ど
れ
だ

け
の
運
行
本
数
を
確
保
で

き
る
か
も
不
透
明
で
す
し

ね
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た

過
大
評
価
を
改
め
、
新
し

い
見
積
も
り
を
出
さ
な
け

れ
ば
、
後
々
大
変
な
こ
と

に
な
り
ま
す
よ
、
と
訴
え

て
い
る
の
で
す
が
、
国
交

省
か
ら
は
回
答
が
な
く
、

是
正
さ
れ
ぬ
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

２
０
１
２
年
の
着
工
時

点
で
は
、
開
業
目
標
は
２

０
３
５
年
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
２
０
１
５
年
の

政
府
・
与
党
の
申
合
せ
で

杜
撰
な
需
要
予
測
と
前
倒
し

　

３
月
26
日
、
北
海
道
新
幹
線
は
開
業
10
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
地
元
で
は
祝
賀

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
あ
ま
り
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
な
い
「
不
都

合
な
真
実
」
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
だ
。

　

前
回
は
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
の
武
田
泉
准
教
授
に
、
新
幹
線
の
新
駅
設
置

を
巡
る
諸
々
の
矛
盾
や
、
在
来
線
廃
止
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
第
二
弾
で
は
、
北
の
鉄
路
を
守
る
た
め
の
活
動
を
長
く
続

け
て
い
る
共
産
党
元
衆
議
の
畠
山
和
也
氏
に
、
甘
い
需
要
予
測
や
「
有
害
残
土
」

の
問
題
へ
の
苦
言
・
提
言
を
伺
っ
た
。　
　
　
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海　

達
志
）

〈はたやま　かずや〉1971年、宮城県石巻市出身。大学卒業
後、苫小牧市で教員生活を送っていたが、北海道教育大学大学
院釧路校で再び学び、2000年から共産党の専従職員に。３度
の国政選挙落選を経て、2014年衆院選で比例北海道ブロック
から初当選。現在は党北海道委員会副委員長を務める。

これまでの問題点　を踏まえ、
北海道新幹線開業10年を　　検証する

透明度の高い正直
　な　事業計画を

共産党元衆議　畠山  和也氏
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